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　　第1報:シ ナリオの構造化 と学習過程の分析
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Abstract 

The purpose of this study is to develop a new chain of structured scenarios in public health education, 

and to investigate the learning process of the participants in the salt restriction class held in N town in 

Aomori Prefecture . 

Subjects were 29 people in the class mentioned above. 

As new scenarios, structured scenarios in 4 stages were developed. The GIOs (general instructive 

objectives) of these scenarios were salt restriction, primary prevention of hypertension, and 

improvement of life habits. In stage 1 of the scenario, the main SBO (specific behavior objective) was to 

introduce some health problems of characters in the scenario. In stage 2 of the scenario, the main SBO 

was to introduce and suggest some solutions to the problems on general eating habits including salt 

restriction. In stage 3 of the scenario, the main SBO was that participants would draft their own 

concrete plans for reform measures. In stage 4 of scenario, the main SBO was the betterment of 

participants ' concrete plans for better life habits including eating habits. 

As a result of the analysis of the learning process through these scenarios, participants could learn 1) 

how to eat with salt restrictions and good ideas for salt restriction, 2) some inventions for seasoning 

besides salt, 3) how to take in potassium, 4) the importance of well-balanced nourishment, and 5) the 

importance of exercise habits, and so on. 

Through this TYA method, a self-directed learning process by the participants was observed. In the 

learning process , participants could learn ways of problem solving based on the structured scenarios 

under the support of tutors. 

(J.Aomori Univ.Health Welf. 6 (2): 49 — 62 , 2004)
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Ⅰ　 緒言

　人々の生活習慣の改善をねらいとし、一次予防に力点

を置いた健康教育の、理論的実証的な研究が公衆衛生諸

領域において進む中、参加型、小集団型あるいは問題解

決型 といった、一斉講義型や個別指導型あるいは知識伝

授型の従来の方法に比 して比較的新 しい教授 ・学習方法

に関する検討が近年、地域における健康教育及び学部教

育の両側面において積極的に進め られている。1)～6)

　今 日、集団全体の健康状態の改善を目指すポ ピュレー

シ ョンス トラテジーの理念、あるいは地域住民が主体的

に生活習慣改善のための行動変容 を行なうとい う考え方

に立脚 した新 しい健康教育の方法論の確立が求められて

いる所以である。7)

　 そのような理念に基づ き、著者らは新 しい健康教育の

モデルである 「TYA方 式」の開発 ・検討を継続的に進

めている。TYA方 式の大 きな特質は、まず、シナリオを

ベース とした問題解決的な学習 スタイルである点 と、

チューターによるサポー トの もと、学習者である地域の

住民たちが主体的に、かつ相互に協力 しながら、つま り相

互に学習のリソースとなりながら学習を進めてい く点に

ある。著者らは同方式を理論的・実践的観点から検討 し、

青森県S村 住民等 を対象 とした減塩教室の実施を通 し

て、地域住民たちの学習過程を分析 してきた。 また、種々

の分析 ・検討 ・評価 を試みる中で、①地域特性や地域住

民の健康状況を柔軟に反映させたシナ リオの改良、②グ

ループワークの進展に応 じた、複数の段階に分かれ連続

性 を有する構造的なシナリオの開発等が研究開発上の課

題として指摘 されて きた。8)～12)

　 そこで本研究では、地域特性を踏まえ構造化 したシナ

リオを開発 し、そのシナリオに基づ く参加者の学習過程

を検証することを目的とした。

Ⅱ　 対象及び方法

　 1　 研究対象

　　対象は青森県N町 の住民であ り、2003年 度の減塩教

室に参加 した29名 である(以 下、参加者 とする)。

2　 研究期間

研究期間は2003年12月 から2004年5月 までである。

3　 研究方法

(1)構造化されたシナリオの導出

　　共同研究者間で、TYA方 式の健康教育方法上の

課題点ならびに改善の指針 ・方向性の検討 を行ない、

地域特性 を踏 まえ構造化 したシナリオを導出した。

(2)データ収集方法

　 データ収集方法 として参加観察法を採用 した。対

象 は各5～6人 の5つ のグループに分か れ、各 グ

ループにチ ュー ター及び記録係が各1名 ずつ入っ

た。そ して、研究者 は教室全体のスーパーバイザー

の役割を担 うと同時に、チューターをさらに側面か

らサポー トする目的で、個別のグループワーク支援

ならびに各グループ全体支援の形で、教室 に参加 し

た。

　 また、教室に参加 した住民によるグループワーク

中の一つひとつの発言等は、録音ではな く各グルー

プに配置された記録係による筆記記録により、一発

言につき一枚の付箋紙 に記すとい う単位で記録 シー

トに記 した。 さらに、住民各 自の生活上の問題点や

具体的な改善目標 、目標の達成度 ・満足度などは、

各 自に与 えられた個人シー トに書 き記 された。グ

ループワーク中には、個人シー トに各自が書 き記 し

た内容 も互いに発表 し合い、これらも同様に、筆記

記録 により記録シー トに記 した。

(3)倫理的配慮

　 N町 の保健担当部局か ら減塩教室の 目的、内容 を

分か り易 く解説 した案内文を配布 し、参加者を募集

した。教室開始時点に再度、教室ならびに研究の目

的、内容 を説明し、十分納得 した上で参加で きるよ

うに配慮 した。また、途中で教室か ら辞退すること

も可能であることを説明 した。

(4)分析方法

　 データ分析方法としてマイリングの質的内容分析

法13)を採用 し、教室の企画書や教育用パ ンフレット、

教材、対象者の発言録等の記録物を詳細に分析 した。

また、減塩教室の各回を順 に、「導入期」、「展開前期」、

「展開後期」、「総括 ・まとめ期」に分割 し、体系的に

位置付 けた。そ して、教室参加住民の学びのプロセ

ス、つ まり、シナリオ内容をどのように受け止めシナ

リオを自分の生活習慣の改善にどのように関連付け

たかや、新教育モデルの方式が参加住民たちの減塩

等への工夫に対 しどのような効果を生むか、という

設問について明確に解釈 ・分析することを分析の基

軸とした。

　 次 に、チ ューター及 び記録者が書 き記 した記録

シー トに基づいて、各期 ごとに、第一段階 としてグ

ループ個別的に内容分析 を行ない、第二段階として

グループ横断的に、つ まり教室参加者全体 を単位 と
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して分析 を行なった。第二段階終了後は再び第一段

階に立ち戻 り、両段階間の関連性 ・適合性 に誤 りが

無いよう確認するために、複数回検討を加えた。

　その際、同じ意味を持つ発言内容の部分はひとま

とめにすることで、最 も低次の具象 レベルのデータ

である一つひとつの発言について、それ らの発言に

含まれる減塩による高血圧の一次予防という主題に

関する重要な要素を中心に内容的に構造 化 させ、抽

象 レベルに集約 ・類型 した。

Ⅲ　結果及び考察

　 1　 TYA方 式に基づ く減塩教室の展 開

　　本研究では、TYA方 式に基づいて、①塩分 と血圧

に関す る講義 、②継続的シナリオ学習(グ ループワー

ク)、③参加者か らの実際の疑問点に関する小講話、

④個人シー トの活用、⑤減塩食の調理実習及びその試

食、⑥前回欠席者に対する補講教室、⑦各回の学習発

表ならびに最終結果報告会、とい う主要な要素を含む

減塩教室を実施 した。減塩教室は、教育 プログラム上、

導入期、展開前期、展開後期、及び総括 ・まとめ期の

4つ の各期 により構成されている。

　　教室の実施計画 ・状況は表1の とお りである。教

室は全体 として、2003年12月 から2004年5月 まで最初

の教室説明 と最後の結果報告 を含め月1回 計6回 開催

した。14)

表1　 TYA方 式に基づく減塩教室の実施計画 ・状況(2003年 度青森県N町)

教室

回数

1

各期

導入
期

導入

期

展開

前期

展開

後期

総括
・ま

とめ

期

総 括
・ま

とめ

期

実施

月日

12月

19日

1月

23日

2月

20日

3月

19日

4月

16日

5月

21日

担当者

大学研究者
保健師

大学研究者

保健 師、看

護師、栄養

士

大学研究者

保健師、看

護 師、栄養

士

大学研究者

保健 師、看

護師、栄養

士

大学研究者

保健師、看

護師、栄養

士

大学研究者

保健師、看

護 師、栄養

士

健康度測定

血圧 、脈 拍 、

身長 、体 重

血圧 、 体重

血圧 、体重

血圧 、体 重

血圧 、体 重

血 圧 、脈拍 、

身長 、体 重

実施内容

○教室全体・塩分調査方法等の説

明

○講義「食塩と健康」

○アンケー ト(健康習慣・食生活)

○塩 分調 査結 果 の説 明

○ シナ リオ学 習(グ ル ー プ ワ ー

ク)の 方 法等 の 説 明

○ シナ リオ の ス テ ー ジ1を 用 い

た グル ー プ ワー ク

○ 全体 発表

○前回の疑問点に関する小講話

○シナリオのステージ2を 用い

たグループワーク

○個人シートの活用

○全体発表

○前回の疑問点に関する小講話

○調理実習及び減塩食の試食

○調理実習を基にしたグループ

ワーク

○個人シー トの活用

○全体発表

○前回の疑問点に関する小講話

○持ち寄 り弁当会食

○シナリオのステージ3を 用い

たグループワーク

○個人シートの活用

○全体発表

○塩分調査方法等の説明

○前回の疑問点に関する小講話

○塩分調査結果の説明

○シナリオのステージ4を 用い

たグループワーク

○個人シー トの活用

教 授 ・学 習 目標

○塩分摂取と血圧及び健康との関連を理

解できる。

○ 自分自身の普段の健康習慣及び食生活

を振 り返ることができる。

○自分自身の塩分調査結果の持つ意味を

認識できる。

○シナリオにおける生活習慣上の問題点

を理解できる。

○自分自身の生活習慣上の問題点を振 り

返ることができる。

○シナリオにおける解決策を理解で き

る。

○自分 自身の生活習慣上の改善目標を具

体的に設定できる。

○調理してみたい減塩食の献立の骨子を

グループ討議により導出できる。

○調理実習及び実際の試食を通して減塩

食メニューにおける調理上の様々な工夫

点を理解できる。

○自分自身の今後の行動 目標を再確認で

きる。

○自分自身の改善 ・行動計画 ・目標の達

成度を自己評価できる。

○自分として上手く実践できなかった課

題点を明確化することができる。

○実践できなかった課題を解決するため

の方策をグループ討議により導出でき

る。

○自分自身の塩分調査結果値の推移 とそ

の意味を認識できる。

○塩分調査結果を踏まえた最終的な達成

度の自己評価ができる。

○自分自身の今後の行動目標 ・取 り組み
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○全体 発 表

○ ア ンケー ト(健康習 慣 ・食生 活)

を明確化できる。

○減塩教室全体を通 しての学びや感想を

共有できる。

2　 構造化 したシナリオの導出

　新教育モデルの改良の一環 として、TYA方 式の主

たる教育材料 となるシナリオを、表2か ら表5ま での

ように導出 した。シナリオ中の登場人物は一組の夫婦

である。シナリオ群の概略 を示すならば、シナ リオの

ステージ1で はその夫婦が、高血圧予防のため、みそ

汁の作 り方を工夫 した り禁煙を試みようとした りする

反面、塩分量の多い食べ物 についてはまだ詳 しく知ら

ない等、減塩に悪戦苦闘している状況を中心に展開 し

た。また、ステージ2で は、料理の味付けの仕方で試

行錯誤を続 けている夫婦にとっての、減塩 を中心 とし

た食生活 に関する解決策 を導 き出すことに主眼 を置い

た。 さらに、ステージ3で は、夫婦の減塩 を中心 とした

食生活改善の状況 を参考にして、参加者 自身に とって

の改善 目標を立案することに主眼を置いたス トーリー

展開とした。最後に、ステージ4で は、参加者 自身が

納得 して長 く減塩を続けてい くために、具体的な実践

目標 をどのように再構築 してい くべ きかという点に主

眼を置いた。

　ここで、各ステージのシナリオのポイントと教育的

意図を、シナリオのステージ1か らステージ4ま で順

に説明する。

表2　 構造化 したシナ リオのステージ1(N町 減塩教室　2004年1月23日)

☆ 塩 田 さん夫 婦 の健 康 デ ー タ

　 塩 田健 夫 さん 、56歳 。 職場 で の健康 診 断 の際 に 自分が 高血 圧(最 高160、 最低105)で ある こ とや、肥満 傾 向(体 重81kg、

身長168cm)に あ る こ とが 分か りま した。

　 妻 の康 子 さん(54歳)も 、町 の健康 診 断 の際 に 自分が 肥満 傾 向(体 重67.5kg、 身長152cm)に あ る こ とが分 か りま した(血

圧 は最 高130、 最低73)。

　 塩 田 さん夫 婦 は食べ 物 の味付 けの好 みが よ く似 て いて 、か れ これ30年 程前 、結 婚 した当初 こそ二 人 とも「濃 い 口」だ ったの で

す が 、ここ最 近 は塩 分 が体 に あ ま りよ くない こ とを知 り、自分 た ちで気 をつ ける よ うに して き ま した。 そ れで も、お互 い の健康

診 断 の結 果 には 、不安 は隠せ な い状 況です 。

○最 近 の二 人の 会話 …

　 「塩分 の摂 り過 ぎで こん な に血 圧 が高 い のか な あ。うちは みそ汁 が 好 きだ か ら朝 と晩 は必ず 飲 むけ ど、この ごろ は具 をで きる

だ け多 く して、汁 はあ ま り飲 まない よう に して い る よな、母 さんや 」(健 夫)

　 「そ うで す よね、お 父 さん。私 もお漬 け物 を薄 く漬 け る よう に して きま した よ。漬 け物 は ご近所 さん の とこ ろ よ りは随 分味 が

薄 い と思 うわ … 」(康 子)

夫 婦 の食べ 物 の好 み と して、康 子 さん はご飯 の ほか にパ ン類 が好 きで 、お昼 は トー ス ト2枚 とポ ター ジュス ー プ、ハ ムエ ッグ

をよ く食べ て い ます 。 また、血 圧 を下 げ るた め には カ リウム を多 く摂 る ことが いい と聞 い た こ とが あ る康 子 さん は、一 時期 毎

日バナ ナ を1本 食べ て 、体 重が 少 し増 えた こと もあ りま した。

健 夫 さんの ほ うは酒好きで、夜は毎日飲みます が、ハ ムや チー ズ、か ま ぼ こが 酒 に よ く合 うと言 って 、つ まみ に して い ます。

また、夫 婦 ともに麺類 も好 きで 、土 日は近所 の ラ ーメ ン屋 さん に行 って い ます し、そ うめ ん を家 で よ く作 って食 べ る こ ともあ り

ます。 あ る 日、健 夫 さん は康子 さん に こんな こ と をつ ぶや きま した。

　 「この ごろ肩 こり とめ まいが大分 続 いて い るん だ よな。高 血圧 も気 に なって きた し、い っそ 、頑 張 って 禁煙 で もしてみ るか な ・
・。」(健 夫)

　 「あ ら、 あな たが タバ コをや めて頑 張 る な ら、私 も毎日1時間くらいでも歩こうかしら。 で も朝 ご飯 の 前が い いか しら、午
後 歩 くのが い いの か しら… 」(康 子)

　 「そ れか ら、食べ物 の こ とは結 構気 をつ けて い る と思 うんだ け ど、どう した らもっ と血 圧 を下 げ られるの か しら。 どん な コツ

が あ るの か しら。 あ 、そ うだ。今 募集 中 の町 の減 塩学 習会 にで も行 って み よ うか し ら。」(康 子)

　 「あ あ、あ れか 。 じゃあ オ レ も検査 だけ で もや って み ようか な。教 室 で何 か 分 か った ら、あ とで オ レに も教 えて くれ よ」(健

夫)

○ そ こで… …

　 減塩 に よる高血 圧 の予 防 、なか なか大 変 です 。塩 田 さん夫婦 もい ろい ろ と悪 戦苦 闘 してい ます 。塩 田 さん の生活 ス タイル の

中で 、評 価 で きる点 も課題 点(問 題 点)も そ れぞ れあ ろ うか と思い ます 。皆 さんの 生活 と比 べ てみ る と、いか が ですか 。塩 田 さ

ん夫婦 は これか らどん な工夫 や食 生活 の改 善 を して い く必 要 があ るで しょうか … 。

※本 シナ リオの 登場 人物 は 、ス テ ー ジ1～4を 通 して、架 空 の人物 で あ り実在 しない もの で ある。
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(1)シナリオのステージ1(表2)

　 まず、細直線 を付 した血圧値の部分は、夫の健康

状態の設定 として、高血圧の状態であることを具体

的な問題 として表現 した。

　次に、太点線を付 した夫婦二人の肥満傾向の部分

は、肥満の解消が減塩 と補完 し合い、そして、高血圧

の一次予防につながるという観点を踏まえ、肥満の

状態 とい う問題点 として表現 した。

　 次に、破線 を付 した部分では、夫婦で ともに協力

しなが ら減塩 を中心 に健康づ くりについて考え、カ

リウムの十分 な摂取 も含め食習慣あるいは生活習慣

の改善に関 して、試行錯誤 を繰 り返 しながら継続的

に努力をしている状況を表現 した。これは、今回の

調査研究の対象地域である青森県N町 の住民の、減

塩に関す る他の市町村に比 しての積極的な取 り組み

と普段の生活 における減塩 に対する心構 えを踏 ま

え、シナリオの改良 というTYA方 式の研究開発上

の主要課題の一つとして、地域の特性に応 じたシナ

リオの作成、 という課題 を反映 した ものである。

　 次に、細点線 を付 した部分では、自分 だけがうす

口 と感 じていても、他人と食べ比べを して味つけの

濃さうすさを相対的に確かめ合ったり、塩分測定を

行なわない限 り、自分が本当にうす口かどうかは正

確に判定できない ということを鑑み、自分の主観的

味覚 と客観的な塩分濃度 との不一致 ・乖離に気が付

くことの重要性を表現 した。

　次に、太直線を付 した部分は、塩分の過剰摂取 と

までは必ず しも認め られない ものの、調理以前に各

食品に含 まれる塩分量を理解することの重要性を参

加者に気付かせることをねらいとする表現箇所であ

る。

　次に、直線2重 線を付 した部分では、果物等の中

にはカリウムを多 く含むもの もあると同時に糖分も

多 く含 まれるものがあるため、同一の果物の食べ過

ぎにより糖分の多量摂取 になり、カロリー消費等そ

の人の生活状況 によっては、栄養のバ ランスが必ず

しも適正さを保たない状態を表現 した。

　 次に、波太線 を付 した夫の 「酒好 きで、夜は毎 日

飲む」、「いっそ、頑張って禁煙」 といった部分は、

禁煙 と適量飲酒が減塩 と補完 し合 うことで、高血圧

の一次予防につなが るという観点を踏まえ、過度の

飲酒とい う生活習慣上の問題点ならびに、禁煙 とい

う生活習慣の改善過程として表現 した。

　 次に、波2重 線 を付 した夫の 「肩 こりとめまいが

続いている」と言った部分は、高血圧の 自覚的な諸

症状 として表現 した。

　 最後に、波細線 を付 した妻の 「毎 日1時 間 くらい

でも歩こうか しら」という部分は、日々の適度な運

動習慣が減塩 と補完 し合 うことで、高血圧 の一次予

防につながるという観点 を踏まえ、生活習慣の改善

における運動習慣の重要性を表現 した。

表3　 構造化 した シナ リオのステージ2(N町 減塩教室　2004年2月20日)

減 塩教 室 に参加 し、まだ まだ や り方が あ まい と思 っ た康子 さん は、家 で作 る料 理 の味 を一 度全 部 、うす く してみ ま した。

　「これで どうか しら。 あ なた 、美 味 しい か しら。 」(康 子)

　「ハ ンバ ー グ もポテ トサ ラダ も煮 物 も、全部 味 が しない よ。 し ょうゆや 塩 コ シ ョウ じゃな くて もい いか ら、何 で もいい か ら味

をつ け て くれ ないか な あ。何 で 味付 け を工夫 した らい いん だ ろ うか 。 オ レ も一緒 に考 えて み るか ら さ。 」(健 夫)

また 、教 室 で漬 け物 の 食べ比 べ を してみ た ところ 、塩 田 さんの 持 って きた 漬 け物 が 一番 しょっぱ い と他 の参 加者 か ら言 わ れ、

康 子 さん は驚 きま した 。

「あれ まあ 、 自信 が あ ったの に。 うちの これで も しょっぱ か ったの か しら… 」(康 子)

○ そ こで …

　塩 田 さん夫婦 の 、そ して皆 さん 自身の具 体 的 な改善 目標 を一 緒 に話 し合 っ てみ ま しょう。

(2)シナリオのステージ2(表3)

　 まず、太直線を付 した部分では、減塩のための様々

な試行錯誤や一般的な工夫 ・取 り組みの中の失敗例

を参加者に示すことで、その失敗を生か して、効果

的な減塩の方法や実践可能な改善 目標 を参加者が主

体的に考え出す きっかけを与 える教育的要素 として

表現 した。

　 さらに、破線を付 した部分は、シナ リオのステー

ジ1に おける細点線部分 と連動する部分であ り、 自

分の主観的味覚 と客観的な塩分濃度との不一致 ・乖

離に気が付 き、減塩のためのあるいは食習慣改善の

ための適切な行動 目標を主体的に立案することの重

要性を表現 した。
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表4　 構造化したシナ リオのステージ3(N町 減塩教室　2004年4月16日)

　 検査 の あ る期 間は 随分 と頑 張 って減 塩 を試 み る塩 田 さん夫 婦。 で も、そ の反動 もあ って か、気 をぬ くと、塩 分が 高 め にな り、

血圧 も高 め に出 て しまい ます 。

　健 夫:「 最 近 うす味 に慣 れて きた し,血 圧 も落 ち着 いて きたか ら、少 し晩酌 して もい いん じゃな いか あ。最 近 、汗 をか くせ

いか 、少 し食塩 もと らない と力が 入 らない よ うな気が す る んだ。 検査 の結 果 も12月 に比べ れ ば か な り良 くなっ た し、 な。 」

　康子:「 そ れ もそ うね え。 うす 味 も毎 日だ と とて も続 か な いわ ね。野 菜 た って そ んな に食べ れ る わ けな い し、そ れ に高 い し

ね。味噌 汁 を飲 まない よ うにす れ ばい いか しらね。あ なた も しょっぱ い漬物 を少 し減 らせ ばい い ん じゃな いの 。いっ たい どう

した ら長 続 きす るの か しら。」

○ そ こで・・・

　 自分 自身 も納得 して、無理 な く、楽 し く、自然 に、よ り長 く減塩 を続 けてい くため に は、どん な工夫 を して、 どん な改善 目標 を

立 て る とよいで し ょうか。 また 、食生 活 を中心 に、 生活 習慣 全体 を どの よ うに見直 してい けば よいで し ょうか 。

(3)シナリオのステージ3(表4)

　 まず、破線を付 した部分では、現在では日本でも

10g未 満、世界的には6グ ラム未満を減塩の目標値

に設定する地域がある中で、「肉体的な労務を伴 う職

業に従事する場合は、ある一定量以上の塩分が体 に

必要なのである」とするような、人々の間に未だに

根強 く残っている、塩分摂取に関する誤った認識を

意図的に喚起させ、主体的またグループ討議を経て

相互に、誤 った認識を訂正で きるきっかけを与える

箇所 として表現 した。

　 さらに、太直線 を付 した部分は、減塩 を中心 とす

る食生活の改善のための様 々な工夫の中から、極端

で到底長続 きしない行動変容 ・改善 目標の一例 とし

て表現 した。

表5　 構造化 したシナ リオのステージ4(N町 減塩教室　2004年5月2旧)

　「わ た し、検査 の 結果 、塩 分 が思 った よ り高 か った わ。 」(康 子)

　「オ レも。 なん で こ うなって しま ったの か なあ。」(健 夫)

　「12月 に検 査 を した時 は いつ も以 上 に と くに気 を付 け て頑張 って いた け ど、今 回 はい つ も どお り普段 どお りの気 持 ちで 臨 ん

だの よね。」(康 子)

　 「減塩 が うま くい っ た人 は どん な 目標 を立 て て実行 したの か 、詳 し く話 を聞 いて み たい よ。」(健 夫)

　「わ た した ち 目標 の立 て 方が 不十 分 だ った のか しら。 」(康 子)

　 「味噌 汁 や漬 け物 以外 の食 べ物 に も塩 分が 多 い ものが あ るん じゃない か な。 」(健 夫)

　 「そ うね え。 食事 や 生活 は毎 日毎 日の こ とです か らね え。 これか らは食材 の塩 分 量 に もっ と関心 を もって 、そ れか ら、 塩分

以外 で の味 つ け を もっ と工 夫 して み よ うか し ら。 カ リ ウムの多 い 食べ物 を知 って 、バ ラ ンス よ く採 る こ とも大 事 だ し。

い っ たい 、 どん な 目標 な ら確実 に実行 で きるか しら」(康 子)

○ そ こで …

　確 実 に、そ して 自分 自身 も納 得 して、よ り長 く減 塩 を続 けて い くた め には 、皆 さん ご 自身は 、改 善 目標 を どの よ うに再構 築 す

れ ば よい で しょ うか 。 これ まで の実践 で 、 う ま くい か なか っ た要 因 を振 り返 りつつ 、また他 の参加 者 の方 々の様 々な工夫 を参

考 に しなが ら、新 た に 自分 の 目標 を立 ててみ て くだ さい 。

(4)シナリオのステージ4(表5)

　 まず、破線を付 した部分では、TYA方 式におけ

るグループ討議の特徴を生か し、 自分では思いつか

ないような、実践 しやす く有効な、食習慣改善のた

めの工夫 を相互に共有することの重要性 を表現 し

た。

　 さらに、太直線 を付 した部分は、シナリオのステー

ジ1に おける太直線部分と連動する部分であり、調

理以前に各食品に含 まれる塩分量を理解することの

重要性 を参加者に気付かせることをねらい とする表

現箇所である。
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表6　 導入期における学習過程(2003年 度 　N町)

学習の到達点

学習過程の類

型 と個々の学

び(個 々の学

びは最終 目標

に照らし重要

要素を抽出)

◎シナリオへの自己投影過程を経た、自分自身の生活習慣の振 り返 り

○シナリオの登場人物の持つ問題点の抽出

「ハ ム、チ ーズ 、 か まぼ このつ まみ は よ くな い」

「バ ナナ でな くて リン ゴにす れば い いので は」

「す ご く塩 分 を とっ てい る人 だ と思 う」

「毎 日酒 を飲 む とこ ろ」

「野菜 が不足 して い る ようだ」

「うす くして い るつ もりで も比 較 で きな いか らほん とうに うす い か ど うか わか らない 」

「塩 田 さん夫婦 の生 活 は普 通 で はな いか」

○ シ ナ リオ と自分や 家族 との比 較

　 「み そ汁 は どんぶ りに2杯 ず つ飲 ん でい る。 朝 は具沢 山に してい る」

　 「漬 け物 食べ た け ど茶 で 薄 めた と思 って い た」

　 「友達 と味比 べ した ら他 人 の方が もっ と味が こか った こ とが あ った」

　 「子供 は調理 済 みの おか ず に醤油 をか けて いる」

　 「タバ コは なか なか 止め られ ない」

　 「昔 の習慣 と して食事 をい っ ぱい ドンと出す 傾 向が あ る。家 族構 成 も塩 分摂 取 に影響 ある」

　 「うち も肥満 で 、高 血圧 の家 族 です の で」

　 「ポ タージ ュス ー プは、 で き合 い.(イ ンス タン ト)は な るべ く使 わ ない」

　 「働 いて い る と どう して も 「濃 い 口」 にな る」

　 「自分 で は うす 口 だ と思 ってつ くって も濃 い とい われ た り濃 い とお もって もうす い とい われ る」

　 「運 動 は必 要 だ と思 うが なか なか で きな い」

　 「普 段 は洋 食が 多 い」

○血 圧 ・塩分 摂取 に関す る知 識 の確 認 ・共有

　「味つ け しな くて も食べ 物 そ の もの に塩 分 が含 まれ る」

　「汁物 の汁 を飲 まない 人 は血圧 が低 い 」

　 「年齢 が上 が る と血 圧 が上 が るの が通 常」

　 「親族 の血 圧 が高 い と 自分 も高 くな る」

　 「血圧 に悪 い もの はタバ コ、 食塩 と りす ぎ、 カ リウム不足 、 多量飲 酒 、肥 満 、運 動不 足 、ス トレス であ る」

　 「自分 で足 を運 んで理 解 す る。人 にいわ れ て も実 行 で きない 」

　 「皿 をいっぱ い並 べ てい る とそ の分 たべ て しま う」

○ シ ナ リオの登 場 人物 の解 決策 の 考案

　 「果物 や酢 の 物 を とった 方が い いの で は」

　 「年令 的 に も肉類 よ り魚 をと る ようにす れ ば よい と思 う」

　 「ハ ムや チ ーズ よ りも トー フ な どの大 豆 製 品 を摂 る ようにす れ ば」

　 「み そ汁 は1日1回 にす る よ うに して は」

　 「野 菜 が少 ない 　昼 にサ ラダ をつ くってみ て は」

　 「夫 の味 付 にす る か　 妻 の 味付 にす るか」

　 「ポ ター ジュ、 ハ ムエ ッグは朝 に した方 が い い」

　 「自分 の味 で作 っ た方が い い ので は」

　 「外 食 をや め た方 がい いの で はな いか」

○ これ まで 自分 や家 族が 特 に気 をつ け て きた こ と

　 「うちで は、 みそ汁 が こいの で、 自分 は うす めて飲 んで い る」

　 「みそ 汁普 通 に飲 むが 、後 で湯 を飲 む」

　 「検 診 は毎 年 、塩 分 チ ェ ック を受 て い る」

　 「血管 をつ ま らせ るので 、30本/1日 の タバ コを止 めた 夫」

　 「減塩 しょうゆ を買 った」

　 「りん ご酢 を活用 して る」

　 「造 り置 きを してい る魚 の卵 は食 べ ない ように して い る」

　 「野菜 の カ リ ウム は水 に流 れ る ので 、生 で食 べ る工夫 をす る」

　 「長芋 に生 の柿 を入 れて酢 だけ の味付 けで食 べ てい る」

　 「ピ リ ッと した味 付 けが 食が 進 む」

　 「温 野菜 を多 く食 べ る」

　 「しょ う油 はか け ない で皿 に とっ てつ けて食 べ る」

　 「つ け もの を 自分 で漬 けて うす 味 に心 が けてい る」
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○ 自分 の尿 中塩 分検 査 へ の感想 と、 自分 の今後 の 課題

　 「野菜 を とって いて も塩 分が 多 いの でNa/K比 が 下が らな い」

　 「塩分 を多 く摂 った 次の 日はや っぱ り高 く出て いた(デ ー タは正 直 だ)」

　 「つ け物 につい て、 今 回 よ り食べ ない よ うに してい る→作 らな いの が一 番」

　 「高 血圧 予 防 には　 (日)やさい多 く　 (月)タバ コや め る　 (火)運動 す る」

　 「カ リウムが 少 なか ったの で海藻 料 理 を多 目に した い」

　 「カ リウ ムが多 い 食品 は きの こ、海 藻類 等 であ る こ とが 解 った 」

　 「明 らか な検 査 数値 で先 が 見 えた気 がす る」

　 「自分 の量 を決 め て　 その 分 を食べ る ように した い」

　 「減 塩 を意 識 して も時 間 と共 に忘 れる 。家族 の 方が 心配 」

　 「普段 の食 生活 で あ ったが パ ーテ ィの み会 の時期 でお い しい もの をたべ て い た」

○血 圧 ・塩 分摂 取 に関す る疑 問 点の導 出

　 「タバ コが 血圧 を上 げる 因果 関係 は?」

　 「運動 は食 前 と食 後 の どち らが 効果 的 か?」

　 「肩 こ りやめ まい は血圧 と関係 あ るか?」

　 「食べ る全 体量 が 私 の場合 少 ない 、そ れ も塩分 に影響 す るの では ない か」

　 「ナ トリ ウム/カ リウム比 の ところが まだ わか りず らい」

　 「野菜 は煮 て も生 で もカ リウム の量 は変 わ らない ので し ょうか」

　 「果物 の と りす ぎは よ くな いか」

　 「つ け物 に どの くらい カ リウム含 む か」

3　 各期における教室参加住民の学び

　 まず、導入期(表6)に おいては、シナ リオのス

テージ1を 教材 として用い、「①塩分摂取 と血圧及び健

康 との関連を理解できる。② 自分 自身の普段の健康習

慣及び食生活を振 り返ることができる。③ 自分 自身の

塩分調査結果の持つ意味を認識できる。④ シナリオに

おける生活習慣上の問題点を理解で きる。⑤ 自分 自身

の生活習慣上の問題点 を振 り返 ることがで きる。」を教

授 ・学習 目標 としてグループワークを実施 した。ここ

では、開発 したシナリオステージ1の ね らいに基づ き、

①シナリオの登場人物の持つ問題点の抽出、② シナリ

オと自分や家族との比較、③血圧 ・塩分摂取に関する

知識の確認 ・共有、④ シナリオの登場人物の解決策の

考案、⑤ これまで 自分や家族が特に気 をつけてきたこ

と、⑥ 自分の尿中塩分検査への感想 と、自分の今後の

課題、⑦血圧 ・塩分摂取に関する疑問点の導出、に類

型化 される学習過程が展開された。

表7　 展開前期における学習過程(2003年 　N町)

学習の到達点

学習過程の類

型と個々の学

び(個 々の学

びは最終 目標

に照 らし重要

要素を抽出)

◎シナリオにおける解決策を基盤とした自分自身の生活習慣上の改善目標の設定

○シナリオの問題点の抽出

「内容 物 に味付 け を して さらに調 味料 を使 う結果 濃 さに慣 れ て しまった ので は」

「塩 田 さん は味付 け だけ を減 ら して い る」

「何 か1品 ず つ塩 分 を少 な くすべ きだ った」

「味 を一 度 に全部 うす くしたの は問題 」

「自分の 漬 け物 は しょっぱ い と思 って いな か った点 」

○ シナ リオ の登場 人物 の 解決 策 の考案

　 「ハ ンバ ー グの 内容 に工 夫 をす れ ばカ リウム も取 れ る よ うに なるか も しれ ない」

　 「ハ ンバ ー グ に ごぼ うを入 れ る とお い しい」

　 「ハ ンバ ーグ に大根 お ろ しを添 える」

　 「サ ラダ に酢 や わ さび 、か ら しを入 れ る」

　 「サ ラ ダに き ゅう りはか たい ので春 菊 を湯 で細 か くして入 れ る」

　 「レモ ン味 な どを試 せ ば いい」

　 「香辛料 を上 手 に使 う とよい」

　 「だ しの風 味 を使 った 方が い い」

　 「他 の漬 け物 も食べ て比べ て み るの もよい 」

　 「一 人 ひ と り小 皿 に盛 り付 け る と よい」

　 「多 く作 らず に食べ る分 だけ にす る」

0血 圧を上げないための自分自身の工夫とこれまでの反省
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「食品 に敏 感 に なっ た」

「豆 腐 マ ヨネーズ で食 べ てい る」

「過去 の経験 と して、 栄養 学 的 に よ くて も味覚 と して は まず か った」

「主婦 は味 の威 厳 者 なの で責任 を感 じる」

「だ しを効 果 的 に使 い 自分 次 第で 食生 活が 変 わ る と気付 いた」

「計量 ス プ ー ンを常 に使 用 して いる」

「漬 け物 を小 鉢 に盛 り付 け てい る」

「3%で 漬 けた 自分 の漬 け物 を しょっ ぱい とい われ て シ ョ ックだっ た」

「何 にで も塩 分が 入 って い るの で知 らず 知 らず に食べ て しま う」

「好 み を変 え るこ とは並 大抵 で は ない」

「ウオ ーキ ングを1時 間 くらい して い る」

○自分のこれからの具体的目標

　「塩分濃度が低い漬け物の漬け方を実践する」

　「正確に計ったときの調味料の分量を覚える」

　「自分の味でよいと思っていたが、友人に味をみていただく」

　「できるだけ運動する」

　「成分表示をみるようにする」

　「少しずつうす味に慣れたほうがいい」

　「この教室ではすごく勉強になる」

　「皆が集まるとお茶と漬け物になってしまうので別なものにしていく」

○現時点での率直な疑問点の整理

　「塩分が入らないパンができればいいのに」

　また、展開前期(表7)に おいては、連続性のある

シナリオのステージ2を 教材 として用い、「① シナリオ

における解決策 を理解できる。② 自分自身の生活習慣

上の改善目標を具体的に設定で きる。③試食 してみた

い減塩食の献立の骨子をグループ討議により導出で き

る。」を教授 ・学習 目標 としてグループワークを実施

した。ここでは、開発 したシナリオステージ2の ね ら

いに基づ き、① シナリオにおける問題点の抽出、②シ

ナリオの登場人物の解決策の考案、③血圧を上 げない

ための自分 自身の工夫とこれまでの反省、④ 自分のこ

れからの具体的 目標、⑤現時点での率直な疑問点の整

理、に類型化 される学習過程が展開された。

表8　 展開後期における学習過程(2003年 度　 N町)

学習の到達点

学習過程の類

型と個々の学

び(個 々の学

びは最終 目標

に照 らし重要

要素を抽出)

◎シナリオにおける解決策を基盤とした自分自身の生活習慣上の改善目標の設定

○調理実習及び試食体験後の全般的な感想 ・発見 ・決意

　「塩分が少なくても食べられた」

　「今日の筑前煮の作り方を知 りたい」

　「五目酸味スープは味が薄いと感 じた」

　「うす味がどれくらいなのか分かった」

　「みそ汁は煮干の味を強く感 じ、おいしかった」

　「野菜が多くカリウムも十分取れた」

　「この教室に来て本当によかった」

　「実行するかしないかは自分だ」

　「自分だけでなく家族の健康も守らなくては」

　「自分の娘たちに薄い味を覚えて欲しい」

○ 調 理実 習及 び試食体 験 を通 しての 具体 的 な学 び

　 「味つ けの ヒ ン トを も らった」

　 「カ リ ウムの取 り方 を学 んだ」

　 「うす 味 にす る こ とで 食材 一つ ひ とつ の歯 ごた えや味 を感 じる こ とが で きた」

　 「野菜 を多 く使 い 、煮 込 む と野 菜 か らの だ しが 出 てい る こ とが 分 か った」

　 「味 に こだわ らな くて も、素材 の味 が料 理 をお い し くす る ことが分 か っ た」

　 「今 日の味 つ け を家で や る と した ら家 族 が食べ て くれな いか な」

　 「漠然 と して い た こ とが 、 目安 が 分 か った」

　 「この くらい 食べ る と塩分 が これ くらい 出 る とい うのが分 か っ た」

○調理実習及び試食体験を基にした自分の行動 目標の見直し
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「計量 カ ップや計 量 ス プー ンを側 にお い て使 う」

「に ん じんサ ラダに ヨー グル ト、 を家 で や ってみ る」

　 さらに、展開後期(表8)に おいては、「①調理実習

及び実際の試食を通 して減塩食メニューにおける調理

上の様々な工夫点を理解で きる。② 自分 自身の今後の

行動 目標 を再確認で きる。」を教授 ・学習 目標 として

グループワークを実施 した。ここでは、①調理実習及

び試食体験後の全体的な感想 ・発見 ・決意、②調理実

習及び試食体験 を通 しての具体的な学び、③調理実習

及び試食体験 を基にした、自分の行動目標の見直 し、

に類型化される学習過程が展開された。

表9　 総括 ・まとめ期における学習過程(2003年 度　 N町)

学習の到達点

学習過程の類
型 と個々の学

び(個 々の学

びは最終 目標

に照らし重要

要素を抽出)

◎これまでの自己実践 ・自己学習の総合的評価

○シナリオの問題点の抽出及び解決策の提案

「検査結果に安心して逆戻 りしてはいけない」

「味噌汁は飲まないというのは極端すぎるので、やっぱり1日1杯 は具沢山で必要だと思う」

「晩酌は程々なら百薬の長でよい」

「漬け物のよそり方を小皿で限定少量とする」

「全部うす味にすれば長続きしないので1品 は好みの味にする」

「晩酌すればつまみも食べて減塩にならないのでは」

「カ リウムの 多 い食 品 と して、 きの こ類 ・果 物 ・い も類 ・豆 類 ・野菜 ・ごまな どが あ る こと を学 ん だ」

「食事 の バ ラ ンス を考 えて1日 にで きる だけ、 豆類 ・ごま

きた い」

「シナ リオ と 自分 た ちの 生活 は全 く一 緒 だ ね」

・海 藻 ・野菜 ・魚 ・きの こ類 ・い も類 を食 べ てい

○ 改 善 目標 の 達成 度 に関す る 自己 評価

　 「み そ汁 をうす 味 に した」

　 「み そ汁 の具 を多 くした」

　 「た くわん を水 につ け て塩分 を出 して か ら食 べ てい る」

　 「漬 け物 を食卓 に 出す とき、少 しず つ 出す努 力 を して い る」

　 「うす味 に慣 れ たが 、量 が多 くな って い る」

　 「自分 の作 っ た もの を家 族 に食 べて も らい なが ら減塩 を続 けて い る」

　 「時 々勉 強会 や 試 食会 をす る こ とが 大切 」

　 「長 い 間 をか けて減 塩 して い く」

　 「計 量 カ ップ 、計量 スプー ンを必ず 使 って い る」

　 「御 飯 は1食130gし か 食べ て い ない」

　 「この教 室 に参 加 した後、 家族 と話 し合 い、協 力 して も らっ てい る」

　 「男 一 人 にな って しまった の で本 を買 っ て研 究 してい る」

　 「同 じみ そ汁 を作 っ て も、お 父 さん だけ に はお湯 で割 っ て飲 んで もら ってい る」

　 「最 初 の検 査 の時 は気 をつ け て食事 を した」

○自分として上手く実践できなかった課題点

　「気を抜 くともとにもどってしまう」

　「おなか一杯に食べないと気がすまないようになっている」

　「急に量を減らしたりうす味にしてもス トレスに耐えられない」

　「運動を目標に挙げたがなかなかできていない」

　「自分は勉強しているので塩分を控えるが、家族には分かってもらえない。難しい」

　「減塩は家族の中で1人 だけの取 り組みでは難しい」

　「親族から料理の味に不評があった。でもこれは学習 した味だから」

　「家族構成によって、取り組みが難しい。夫婦だけならやりやすい」

　「家族で若い人が1人 増えて、味つけをあわせてしまう」

　「塩分を取 らなければ力が出ないと思ってしまう」

　「職場の食堂の味つけが濃い」

○尿検査結果を踏まえた教室全体の最終的な達成度評価

　「1回 目(教 室前)の 検査はとても意識をした。今回の2回 目(教 室後)は 普段どおりの食事をとった」

　「自分では努力したつもりだが結果が悪 くなった。カリウムが上がっていない」
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「外 食 した 日は数値 が高 く出て い る」

「極 端 に数値 が 高い 日はお で んな ど煮物 を多 く食べ た 日で あ る」

「結 婚式 や 通夜 があ った 日が高 く出て い る」

「今 回(2回 目)は とて も良 い結果 だ っ た」

「塩 分 は気 に した け ど、 カ リウム の こ とまで考 えなか っ た」

「運動 も もうす こ し必 要 であ る」

○今後の継続課題

　「小皿に食べる分だけ盛り付ける」

　「教室で調理の工夫を学んだことを活用していく」

　「調理実習で学んだ、だしを十分とるようにする」

　「今後も1日30品 目をめざす」

　「うす味にして量も減らしていく」

　「腹7分 目から8分 目を心がける」

　「10g以下を目標にする」
　「自分の目標を家のどこかに貼っておき、時々目を通す」

　「継続のためには規則正 しい生活習慣が必要である」

　「習慣なので少しずつ慣れていくことが大切」

　「家族も減塩に関心を持ってくれてよかった」

　「子供や妊婦 さんにもこのような教室が必要だ」

　「子供のうちからきちんと考えて食べるようにしないと」

　「たまには知人の家で味付けの情報交換をする」

　「食事会を行なうことで他人と自分との比較をすることが大切」

　そ して、総括 ・まとめ期(表9)に おいては、連続

性のあるシナリオのステージ3及 びステージ4を 教材

として用い、「① 自分 自身の改善 ・行動計画 ・目標の達

成度を自己評価できる。② 自分 として上手 く実践でき

なかった課題点を明確化す ることがで きる。③実践で

きなかった課題を解決するための方策をグループ討議

により導出で きる。④ 自分 自身の塩分調査結果値の推

移 とその意味を認識で きる。⑤塩分調査結果を踏まえ

た最終的な達成度の自己評価ができる。⑥ 自分 自身の

今後の行動 目標 ・取 り組みを明確化できる。⑦減塩教

室全体 を通 しての学びや感想を共有できる。」を教授 ・

学習 目標 としてグループワークを実施 した。ここでは、

開発 したシナリオステージ3及 びステージ4の ねらい

に基づ き、①シナ リオの問題点の抽出及び解決策の提

案、②改善 目標の達成度に関する自己評価、③ 自分 と

して上手 く実践で きなかった課題点、④尿検査結果 を

踏 まえた教室全体の最終的な達成度評価、⑤今後の継

続課題、に類型化 される学習過程が展開された。

　以上 を踏まえて考察するならば、前述の学習過程を展

開する中で参加者たちは、減塩教室の教育 目標の骨子で

ある①減塩に関する食べ方の工夫の理解、②塩分以外で

の味つけの工夫に関する理解、③カリウムの摂取方法、

④栄養バランスへの理解、⑤運動習慣 の重要性の理解等

の学びを相互共有で きてお り、参加者全体での学びの深

化 を認めることができる。

　 また、改良を施す以前のシナリオは、連続性 のない単

一のシナリオであった。 これに対 し本研究では、参加者

の学習活動の進度に応 じて学習 を深めることができるよ

うな、連続性のある複数のシナリオを教材 として用いた。

そ ういった観点か ら、単一のシナ リオに基づ く学習過

程11)～12)と比較 し、シナリオに関 して地域特性 を踏まえ構

造化 を行 なったか らこそ生 じた学習過程 も確認すること

がで きる。

　それは即ち、シナリオのステージ1で は本来、生活習

慣上の問題点の抽出に主たる教授 ・学習 目標が設定 され

ているが、問題点の抽出に加 え、それらの問題点に対応

する解決策の導出にまでグループ討議が発展 し、「シナリ

オの登場人物の解決策の考案」 という学習過程が認め ら

れた。無論、チューターが参加者に解決策の考案 を誘導

的に促 した り、「解決策についてのご意見はあ りませ ん

か」といったような直接的な質問を投げかけた結果、前

述の学習過程が生 じたのではなく、積極的なグループ討

議の中で主体的に、解決策の考案 に関する意見が生 じた

ことが参加観察から明 らかになっている。これは、シナ

リオの開発者側、つま り教育 プログラム運営上のスー

パーバイズを担当する研究者側の予想や学習効果の推察

を越える学習成果であるといえる。

　 さらに、シナリオのステージ2で は本来、ステージ1

で議論 したような生活習慣上の問題点 を解決す るための

方策を導出す ることに主たる教授 ・学習 目標が設定 され

ているが、解決策の考案を行なう以前に、ステージ2に

おけるシナリオの登場人物の有する問題点の抽 出につい

て も自発的にグループ討議が展開でき、「シナリオの問題
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点の抽出」 とい う学習過程が認められた。

　そ して、シナリオのステージ3に おいて も、このステー

ジでは本来、 自分自身の改善 ・行動計画 ・目標を自己評

価することに主たる教授 ・学習 目標が設定 されているが、

計画 ・目標の自己評価を行なう以前に、ステージ3に お

けるシナリオの登場人物の有す る問題点の抽出等 につい

ても自発的にグループ討議が展開で き、「シナ リオの問題

点の抽出及び解決策の提案」 という学習過程が認め られ

た。以上の観点をまとめるならば、地域特性を踏まえ構

造化 を施 したか らこそ認め られた学習過程群は、各回の

グループ討議は、各期 に定められた教授 ・学習 目標に主

眼が置かれなが らも、教室の各 回において常 に、「問題

点の抽出をもとにそれらの問題点に対応する解決策 を考

案 し、その解決策の例を自分 自身の生活習慣の改善 目標

に参考 として捉える」 といった問題解決型の思考プロセ

スが展開できていたことの証左 といえる。

　 また、今回シナリオに地域特性 を踏まえ構造化 を施 し

たことと連動 して、シナリオにおける家族成員同士の、

即ち夫婦間の会話場面が量的に拡大 した。この ことに伴

い、各期の学習過程の中には、「家族 も減塩 に関心 を持っ

て くれてよかった」、「自分だけでな く家族の健康 も守 ら

なくては」、「職場の食堂の味つけが濃い」、「たまには知

人の家で味付けの情報交換をする」 といった減塩教室で

自分たちが学びえた成果を家族成員や地域の人々に波及

させることの重要性 を認識する意見群が認め られる。

　 一方で、教育効果の家族や地域への波及の重要性 と表

裏一体の関係にある意見群 として、「今 日の味つけを家で

やるとしたら家族が食べてくれないかな(調 理実習直後

の発言として)」、「減塩 は家族の中で1人 だけの取 り組み

では難 しい」、「自分は勉強 しているので塩分を控 えるが、

家族には分かってもらえない」、といったような、教育

効果を家族や地域へ波及 させることの困難 さと限界を指

摘する意見群が認め られることも事実である。我々研究

者 はこの意見群に裏打ちされる現状、即ち健康教育の一

定の社会集団全体への波及の困難 さを正 しく受け止め、

ポピュレーションス トラテジーに基づ く、健康教育の効

果の有機的な波及メカニズムに関するさらなる実証研究

を進めてい く必要に迫 られている。

Ⅳ　まとめ

　本研究を通 して改良を試みたTYA方 式において、地

域特性 を踏 まえ構造化 されたシナリオは、減塩教育の所

期のねらいの達成に十分に機能 したことが認められた。

　 TYA方 式の教育モデルの大 きな特質は、まず、シナリ

オをベースとした問題解決的な学習スタイルである点と

、チューターによるサポー トのもと、学習者である地域の

住民たちが主体的に、かつ相互 に協力 しなが ら、つ まり相

互に学習の リソースとな りながら学習 を進めてい く点に

ある。そ して、シナリオの改良を推進する中で、この第1

報では、地域の住民、つまり減塩教室への参加者の学習過

程を分析 した。結果 として、参加者たちは、4つ のステー

ジから構成 されるシナリオの内容ならびに教育的意図を

十分に理解 し、活発なグループ討議及びグループ討議を

発展 させた調理実習を主体的に実践で きていた と捉 えら

れる。

　 さらに、減塩教室の展開前期 ・後期及び総括 ・まとめ

期 における、参加者からの、「この教室ではすごく勉強に

なる」、「この教室に来て本当によかった」、「子供や妊婦

さんにもこのような教室が必要だ」 というような教育意

義に関する率直な感想からは、改良 を進めているTYA

方式が、ポ ピュレーションス トラテジーの観点から、乳

幼児を持つ保護者や就学前の幼児か ら青少年、成人、高

齢者に至るまで幅広い、一定の集団全体 に対する教育方

法 として有効性が認められるとともに、学習を遺憾な く

促進 し参加者に学びやすい雰囲気をもたらすということ

もまた、改めて確認することができた。

　今後は、多角的観点からシナリオ・チュー トリアルシス

テムをさらに改良することで同方式の有効性が一層高ま

ることが推察 される。つ ま り、①摂取塩分量が 目標値

(10g未 満)よ りは高いが相対的に低 い群に対応 したシ

ナリオの種別化、②参加者か ら家族成員へ、さらには地

域住民全体への教育効果の波及過程 を踏 まえたシナリオ

の構築等が シナリオ・チュー トリアルシステム推進上の

さらなる研究課題であると捉えることができる。

　　　　　　　　　　　　 (受理 日:平 成17年1月4日)
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